
様式第８

１　目標の達成状況
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平成２６年度循環型社会形成推進地域計画目標達成状況報告書

t   (     %)
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地域名 構成市町村等名 計画期間 事業実施期間

長生村 長生村 平成２２年度～２５年度



２　各施策の実施状況

施策種別
事業
番号

施策の名称等 実施主体

発生抑制、再
使用の推進
に関するもの

処理体制の
構築、変更に
関するもの

処理施設の
整備に関する
もの

1 浄化槽設置整備事業 長生村

施設整備に
係る計画支
援に関するも
の

その他

平成２２年度：３６基
平成２３年度：１６基
平成２４年度：２５基
平成２５年度：２１基
合計：９８基

平成２２年度～
２５年度

施策の実績
事業実施期間

（事業計画期間）
施策の概要

　生活排水による公共用水域
の水質汚濁を防止するため、合
併処理浄化槽の設置促進を図
る。



３　目標の達成状況に関する評価

　（都道府県知事の所見）
　汚水未処理人口は目標を３，１１９人に設定していたところ、実績は２，７４４人となり、目標を達成した。また、総人口に対する汚水未処理人口の比率に
ついても、目標は総人口１５，０００人に対し未処理人口３，１１９人で２０．８％に設定していたところ、実績は総人口１４，７５３人に対し未処理人口２，７４
４人で１８．６％となり、目標を上回っている。
　なお、合併処理浄化槽で汚水を処理する人口は、目標が６，９７４人のところ、実績は７，０８８人で、目標以上に処理人口が増加しており、浄化槽の整
備は、本地域の生活排水処理の進展に寄与している。

　当初計画では５年間で1８５基（５２７人分）の合併処理浄化槽の整備を目標に実施したが、実績は４年間で９８基の整備となった。最初の１年間はほぼ
予定どおりの基数を整備でき、２年目以降の申請件数が伸びなかったが、一定数以上の整備があったこと及び合併処理浄化槽から下水道へ接続する
者を加味した目標であったことから、浄化槽の処理人口及び普及率は僅かではあるが目標値に達した。
　また、下水道の整備が目標どおり進み、平成２６年度末の汚水未処理人口は２，７４４人となった。これは目標の３，１１９人よりも減少していることから、
相対的にも目標を達成したものと評価している。


